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衆
議
院
議
員
早
稲
田
ゆ
き
君
提
出
コ
ロ
ナ
入
院
の
公
費
負
担
の
あ
り
方
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
、
二
及
び
四
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
た
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
よ
う
な

「
そ
も
そ
も
申
請
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
」
事
例
や
、
「
必
要
書
類
の
添
付
が
な
い
申
請
書
」
が
提
出
さ
れ
、
当
該
申
請
書
に

係
る
事
務
処
理
に
遅
れ
が
生
ず
る
事
例
が
あ
っ
た
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
コ
ロ
ナ
禍
で
積
極
的
に
重

症
患
者
の
入
院
を
受
け
入
れ
て
き
た
医
療
機
関
が
、
正
当
な
医
療
費
を
回
収
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
事
態
を
、
や
む
な
く
自

治
体
の
裁
量
行
政
で
解
決
し
て
い
る
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
よ
う
な
「
課
税

証
明
書
な
ど
が
添
付
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
自
己
負
担
な
し
と
い
う
扱
い
で
支
払
の
手
続
き
を
進
め
る
よ
う
、
通
知
し
た
自

治
体
」
が
あ
っ
た
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。 

 
 

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百

十
四
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
医
療
に
要
す
る
費
用
の
負
担
（
以
下
「
公
費
負
担
」
と
い
う
。
）
に
係
る
手

続
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
保
健
所
の
業
務
負
担
が
増
加
し
て
い
た
こ
と
等
を
踏
ま

え
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
に
よ
る



 

２ 

 

医
療
の
公
費
負
担
の
申
請
手
続
に
つ
い
て
（
周
知
）
」
（
令
和
四
年
七
月
十
四
日
付
け
厚
生
労
働
省
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
推
進
本
部
事
務
連
絡
）
を
発
出
し
、
都
道
府
県
等
に
対
し
、
「
入
院
患
者
に
対
す
る
公
費
負
担
の
申
請
に
当
た

っ
て
は
・
・
・
患
者
の
病
状
等
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
、
当
該
患
者
又
は
そ
の
保
護
者
（
以
下
「
当
該
患
者
等
」
と
い

う
。
）
が
申
請
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
勧
告
保
健
所
又
は
感
染
症
指
定
医
療
機
関
が
申
請
書
の
作
成

を
代
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
入
院
患
者
に
対
す
る
公
費
負
担
の
申

請
書
の
作
成
に
つ
い
て
も
代
行
が
可
能
で
あ
る
こ
と
」
や
「
法
第
三
十
七
条
第
二
項
の
自
己
負
担
額
の
認
定
に
つ
い
て
は

（
中
略
）
退
院
後
の
当
該
患
者
等
の
居
所
が
不
明
で
あ
る
こ
と
等
に
よ
り
連
絡
を
取
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
等
は
、
所
得
証

明
書
等
添
付
書
類
の
提
出
を
省
略
し
て
差
し
支
え
な
い
こ
と
」
等
を
周
知
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

次
の
感
染
症
危
機
に
備
え
、
今
後
と
も
、
公
費
負
担
に
係
る
手
続
の
簡
素
化
に
向
け
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
す
る
医
療
提
供
体
制
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
医
療
提
供
体
制
の
状
況
把
握
の
た
め
の
医
療
機
関
等
情
報
支
援
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ

Ｍ
Ｉ
Ｓ
）
へ
の
入
力
等
に
つ
い
て
（
協
力
依
頼
）
」
（
令
和
五
年
四
月
二
十
日
付
け
厚
生
労
働
省
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
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染
症
対
策
推
進
本
部
事
務
連
絡
）
等
に
よ
り
、
医
療
機
関
等
に
対
し
、
各
医
療
機
関
に
お
け
る
「
日
次
及
び
週
次
」
の
入
院

者
数
、
病
床
数
等
に
つ
い
て
報
告
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
「
令
和
五
年
五
月
十
日
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

患
者
の
療
養
状
況
等
に
関
す
る
調
査
報
告
依
頼
に
つ
い
て
」
（
令
和
五
年
四
月
十
九
日
付
け
厚
生
労
働
省
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
推
進
本
部
事
務
連
絡
）
等
に
よ
り
、
都
道
府
県
に
対
し
、
各
都
道
府
県
に
お
け
る
「
毎
週
水
曜
日
零
時
時

点
」
の
入
院
者
数
、
病
床
数
等
の
報
告
を
依
頼
し
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
方
で
、
こ
れ
ら

の
入
院
者
数
、
病
床
数
等
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
も
年
度
単
位
で
の
報
告
は
依
頼
し
て
き
て
い
な
い
た
め
、
お
尋
ね
の
「
令

和
三
年
度
及
び
令
和
四
年
度
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
入
院
し
た
患
者
」
の
実
数
に
つ
い
て
は
把
握
し

て
お
ら
ず
、
ま
た
、
こ
れ
を
正
確
に
算
出
す
る
た
め
に
は
膨
大
な
作
業
を
要
す
る
こ
と
等
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
各
年
度
に
お
け
る
入
院
を
受
け
入
れ
た
医
療
機
関
」
に
つ
い
て
は
、
年
度
単
位
で
網
羅
的
に

把
握
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
、
令
和
四
年
十
一
月
か
ら
令
和
五
年
一
月
ま
で
の
間
に
一
度
で
も
一
人
以
上
の

入
院
者
数
の
報
告
を
行
っ
た
病
院
数
は
、
四
千
八
百
二
十
四
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

 
 

お
尋
ね
の
「
令
和
三
年
度
及
び
令
和
四
年
度
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
入
院
し
た
患
者
」
の
う
ち

「
公
費
負
担
が
未
請
求
と
な
っ
て
い
る
」
者
の
数
及
び
「
未
請
求
金
額
の
合
計
」
に
つ
い
て
は
、
把
握
し
て
い
な
い
。 
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な
お
、
今
後
、
必
要
に
応
じ
、
公
費
負
担
に
係
る
実
態
に
つ
い
て
の
把
握
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。 


